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●モーツ,ル ト1弦楽四垂奏山 第15春 二短調 【 421

弦来四■奏山は そ のれ癖な宰=に よって合茶はのな方で取“の形式といわれています打 =11

を出柘し 一 迎の作品によってその照峡の可市ヒ性を示したの よ ィ ドンです そ して こ のタイ r

ンわ,お,綾を受け 夕 (の 作品を生み出すなみてさらに札煎=せ  次 なる完成者のベートーウ■ン

に受け渡していったの力rて_ッ テルト (1,SO～1791)で した

全部て23Hhを数える彼のj_堆四 TI奏曲のなかで こ のお16播は1712年力,1785年のⅢけにまとかて

作‖さrt夕、ィドンに搾 すられた い わめら 本 イドン四五次M の 一様に含まイtています ヽ 一ツ

,ル トの作品のな方では豊少■い短前の作品ですが そ rtちのなかでもっともへ′:ス ティ/夕な

村新をたたえた名出です

●トビュッシーi4F築四工突山 へ長蘭

ドビ■ッシーとともに近代フランス吉準を代表するラウェルよ 学 生1手代に早 (3作 舶夕としてテ

ビュー 1 有 名 な
「ン ■ヘ ラツー ト手山りや 「な ど工 女 の ため の

パ iン,一 ヌJな どを作 出 して い ます

才 そ れちの作1,はなかなわせに詔めら! すヽ 意 ltになってはなした,一 マ大なにもどうしても入

なで言ませんでした J時 の彼は ニ リック サ ティの実抽常的な件lIには砕していましたし 絞

の思nこのフォーレもまた型にはまらない白山■敗城法をとっていましたので そ うしてはぐくまイt

た栄瑞的て地取の市打"( 保 守的な染hlからにはを憤ったもののようです し かし1902年に作出し

た初めての室内来一―このへ長融の技楽四エネ山によって ラ ウェルはようや (7ラ ンス"― 級の

作山豪として桜あらイ1 広 く世間の注日を来あることになつたのでした こ のⅢⅢまラrr iルの放少

ない室内米のな方でただ 1山の械準四重次‖1であり 大 荘の1時代のラツ=ル を動ましつづ1すてくれ

た思官|フ ィーレに拝十十ら2tました

●シユーマン:セアタエ重染山 変ホ長調 fF品“

ビアタと弘来肘による室内凛はモーツ,ル トあたりから硫たにつてられるようになりましたガi

ロマン派まで含めて ピ アノi玉 /Arという形式は言わあて少数です こ のシェーマン (1810-い56)

の18に ち ょうどビアタとは架四立本なひとつになつたような鞠成で キ いころな手を桁ある=【

はビ″=ス トになるつもりだったシ■―マンの作Prうしく ビ アクを1'よにおいた作品になってい

ます し 力し そ イ|マイ|の楽梓のパランスま十分に丸nⅢがとられていて ビ 7ノ とj玄力〔Hlt,■す,

マンティンタな■想とともに批しみやすい出となっています


